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広　報 平成２５年（２０１３年）

シマの話題シマの話題 ・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・P ６P ６

区長が語る！　わーちゃん集落区長が語る！　わーちゃん集落・・・・P ８P ８

すこやかニュースすこやかニュース ・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ P ９P ９

くらしの情報くらしの情報 ・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・ P10P10

おおきくなあれ　他おおきくなあれ　他 ・・・・・・・・ ・・・・・・・・ P14P14

くらしのカレンダーくらしのカレンダー ・・・・・・・・ ・・・・・・・・ P16P16

ＣＯＮＴＥＮＴＳＣＯＮＴＥＮＴＳ

郷土資料館リニューアル郷土資料館リニューアル ・・・・・ ・・・・・ P ２P ２

東郷晶子ファーストアルバム発売東郷晶子ファーストアルバム発売  P ４P ４

教育委員会のとびら教育委員会のとびら ・・・・・・・・ ・・・・・・・・ P ５P ５

表紙説明
　　「第 23 回わんぱく相撲奄美大島場所ｉｎ喜界」が 5 月 3 日、喜界町体育館相撲場で行われた。ちびっ子力「第 23 回わんぱく相撲奄美大島場所ｉｎ喜界」が 5 月 3 日、喜界町体育館相撲場で行われた。ちびっ子力
士士たちのかわいらしい取り組みは、会場を大いに湧かせた。喜界島での奄美大島場所開催は初めて。右側の女たちのかわいらしい取り組みは、会場を大いに湧かせた。喜界島での奄美大島場所開催は初めて。右側の女
の子力士は個人戦小学3年生の部で優勝した勇美玲さん。詳しくは本誌６ｐ。の子力士は個人戦小学3年生の部で優勝した勇美玲さん。詳しくは本誌６ｐ。

第23回わんぱく相撲奄美大島場所第23回わんぱく相撲奄美大島場所

ｉｎ喜界ｉｎ喜界
～奄美群島復帰 60 周年記念大会～～奄美群島復帰 60 周年記念大会～
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喜界町歴史民俗資料館が喜界町歴史民俗資料館が
　　リニューアルオープン !!　　リニューアルオープン !!

～教育委員会からのおしらせ～～教育委員会からのおしらせ～

目
に
分
類
し
、
名
称
や
寄
贈
者
さ

ら
に
は
入
手
年
月
日
等
の
必
要
事

項
等
を
事
細
か
に
入
力
。
６
１
０

品
に
上
る
所
蔵
品
は
今
、
全
て
が

デ
ー
タ
管
理
さ
れ
て
パ
ソ
コ
ン
で
そ
の

詳
細
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
なって
い
る
。

見
学
者
の
親
密
性
の
喚
起

考
古
・
神
世
界
等
の
よ
り
深
い　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喜
界
島

 

〜
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
の
作
成
〜

  

デ
ー
タ
整
理
後
は
、
展
示
場
を
旧

館
２
階
と
新
た
に
新
館
２
階
ま
で
拡

張
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
基
本
コン
セ
プ
ト
の
策
定
に
着
手
。

  

第
１
展
示
場
と
し
た
新
館
２
階
は

「
ゆ
い
の
広
場
」
と
命
名
し
「
現
在

の
我
々
の
生
活
と
近
い
時
代
や
内
容

を
主
と
し
、
見
学
者
の
親
密
性
を

喚
起
」
を
基
本
コン
セ
プ
ト
に
、デ
ィ

ス
プ
レ
イ
を
考
慮
し
説
明
パ
ネ
ル
な

ど
を
豊
富
に
利
用
し
て
〝
美
し
く
〞

と
し
て
、「
陳
列
か
ら
展
示
」
を
テ
ー

マ
に
「
文
化
の
香
り
高
い
カ
ル
チ
ャ
ー

ア
イ
ラ
ン
ド
喜
界
島
の
発
信
」
を
サ

ブ
テ
ー
マ
と
し
た
内
容
の
提
言
書
を

示
し
た
。

  

教
育
委
員
会
で
は
、
歴
史
民
俗

資
料
室
が
設
置
さ
れ
て
十
数
年
が

経
ち
、
そ
の
後
、
手
つ
か
ず
の
ま
ま

に
なって
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
提
言

に
基
づい
て
、
再
整
備
事
業
を
平
成

24
年
度
に
予
算
化
。
そ
し
て
、
そ

の
事
業
を
郷
土
研
究
会
に
業
務
委

託
し
、
平
成
24
年
４
月
に
事
業
は
ス

タ
ー
ト
し
た
。

  膨
大
な
資
料
の

　
　
　

 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

　

郷
土
研
究
会
で
は
再
整
備
事
業

受
託
後
、
ま
ず
公
民
館
の
資
料
台

帳
を
元
に
膨
大
な
資
料
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
に
着
手
。
新
館
２
階
に
仮

置
き
し
た
所
蔵
品
を
は
じ
め
と
し

て
、
全
て
の
も
の
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丹

念
に
、
農
業
・
漁
業
・
生
活
・
年
表
・

戦
時
・
考
古
・
植
物
・
動
物
等
の
項

「
陳
列
」
か
ら
「
展
示
」
へ

  　
　
　

郷
土
研
究
会
が
整
備

  

今
回
の
再
整
備
は
、
平
成
23
年
７

月
に
喜
界
島
郷
土
研
究
会
（
会
長
・

上
原
慶
三
郎
氏
、
会
員
35
名
）
か

ら
、
歴
史
民
俗
資
料
室
の
改
善
に
つ

い
て
の
提
言
書
を
い
た
だ
い
た
こ
と

を
き
っか
け
に
始
ま
っ
た
。

  

提
言
は
、
郷
土
資
料
室
の
現
状
に

つ
い
て
、 

個
々
の
展
示
物
が
適
正
に

展
示
さ
れ
て
い
る
か
疑
わ
し
い
と
疑

義
を
呈
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
地
域
の
貴
重
な
文
化
遺
産
を

展
示
す
る
意
味
に
つい
て
、

一、
文
化
の
香
り
高
い
喜
界
島
を
発

信
す
る
知
的
、
文
化
的
中
枢
。

二
、
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
を

通
し
て
故
郷
喜
界
島
に
対
す
る
理

解
と
誇
り
の
涵か
ん
よ
う養
。

と
指
摘
。さ
ら
に
、展
示
に
つい
て「
意

味
と
目
的
を
も
って
物
を
選
び
積
極

的
に
見
せ
る
意
識
を
持
って
学
習
者

と
交
流
す
る
こ
と
」と
定
義
づ
け
て
、

喜
界
町
の
現
状
は
早
急
な
改
善
を

要
す
る
と
指
摘
し
、
そ
の
改
善
策

　

教
育
委
員
会
が
平
成
24
年
度
か
ら
再
整
備
し
て
い
た
喜
界
町
歴
史
民

俗
資
料
室
（
中
央
公
民
館
旧
館
）
が
平
成
24
年
12
月
１
日
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

再
整
備
は
、
旧
館
２
階
だ
け
だ
っ
た
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
隣
接
す
る
新

館
２
階
の
全
フ
ロ
ア
に
ま
で
拡
大
し
、
一
階
の
囲い

ろ

り
炉
裏
が
あ
る
ス
ペ
ー

ス
も「
遊
び
の
空
間
」と
し
て
改
善
。
展
示
方
法
も「
分
類
展
示
」や「
時

系
列
展
示
」
を
用
い
て
順
路
を
よ
り
明
確
に
し
、
保
管
さ
れ
て
い
た
民

具
を
最
大
限
に
活
用
し
た
展
示
や
、
大
島
紬
の
ブ
ー
ス
で
は
機
織
り
実

演
も
出
来
る
よ
う
に
設
定
、
ま
た
、
本
町
出
身
の
作
曲
家
久
保
け
ん
お

氏
の
コ
ー
ナ
ー
も
新
設
す
る
な
ど
、
町
の
指
定
文
化
財
等
の
貴
重
な
文

化
財
を
展
示
し
て
い
る
。

中央公民館２階展示スペース中央公民館２階展示スペース

「町民の遊びの空間」として整備された中央公民館 1階「町民の遊びの空間」として整備された中央公民館 1階
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展
示
す
る
こ
と
を
心
が
け
、
フ
ロ
ア

は
砂
糖
車
を
中
心
に
配
置
し
、
櫂か
い

や
ラ
ン
プ
等
の
漁
業
用
具
、
田
草
取

り
機
や
、
脱
穀
機
、
豆
打
ち
棒
等

の
農
業
用
具
、
さ
ら
に
は
柳
行
李

や
ア
ズ
ム
等
の
生
活
用
具
が
展
示
さ

れ
て
い
る
。

 

「
う
む
い
の
館
」
と
名
付
け
た
第

２
展
示
場
の
旧
館
２
階
は
文
化
財
・

考
古
・
神
世
界
・
戦
時
・
自
然
を
テ
ー

マ
に
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
よ
り
深
い
喜

界
島
」。

　

入
り
口
に
は
写
真
撮
影
し
た
手

久
津
久
地
区
の
巨
大
ガ
ジ
ュマ
ル
を

大
型
パ
ネ
ル
４
枚
で
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
を
再
現
。
そ
の
左
横
に
は
道
路

の
辻
等
に
魔
よ
け
の
た
め
に
設
置
さ

れ
る
石
碑
の
石
敢
当
（
実
物
）
を

展
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
右
横
に
は

琉
球
と
の
交
流
の
歴
史
を
具
現
し
て

い
る〝
聯（
れ
ん
）〞を
展
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
の
指
定
文
化
財
と
し

て
名
高
い
ノ
ロ
の
衣
装
は
、
こ
れ
ま

で
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
で
実
物
を
展
示
し

て
い
た
が
、
展
示
す
る
こ
と
に
よ
り

損
傷
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら

写
真
撮
影
し
て
等
身
大
の
パ
ネ
ル
で

展
示
し
、
現
物
は
保
管
庫
で
丁
重

に
保
存
し
て
い
る
。

 

「
記
録
さ
れ
な
い
の
は
記
憶
さ
れ
な

い
」
と
い
う
民
俗
学
者
の
文
言
を

飾
っ
た
ブ
ー
ス
に
は
昭
和
31
年
当
時

の
早
町
地
区
の
成
人
式
な
ど
往
年

の
生
活
を
偲
ば
せ
る
写
真
数
十
枚

を
展
示
。

　

喜
界
島
の
概
観
を
概
要
し
た
年

表
パ
ネ
ル
も
掲
示
さ
れ
て
い
る
。  

大
島
紬
の
ブ
ー
ス
で
は
古
い
機
織
機

に
九
マ
ル
キ
の
高
価
な
絹
糸
を
取
り

付
け
、
町
内
に
在
住
す
る
伝
統
工

「 

町
民
の
遊
び
の
空
間
」
と
位
置
づ

け
、
Ｃ
Ｄ
チ
ェン
ジ
ャ
ー
を
設
置
し
て

喜
界
島
や
奄
美
の
島
唄
、
日
本
の
歌

曲
、
ジ
ャ
ズ
、
さ
ら
に
は
ク
ラ
シ
ッ
ク

と
幅
広
い
範は
ん
ち
ゅ
う疇の
Ｃ
Ｄ
を
準
備
。
ま

た
、
郷
土
の
写
真
集
や
本
、
雑
誌
も

取
り
そ
ろ
え
、
訪
れ
た
人
が
気
楽

に
く
つ
ろ
げ
る
場
所
と
な
って
い
る
。

土
、
日
祝
祭
日
も
開
館

　

研
究
会
で
は
閉
校
し
た
旧
学
校

も
訪
問
し
、
教
材
用
と
し
て
所
蔵

し
て
い
た
文
化
財
の
調
査
を
行
う

な
ど
、
歴
史
民
俗
資
料
室
の
所
蔵

品
を
出
来
る
だ
け
多
く
取
り
揃
え

る
た
め
の
方
策
を
講
じ
て
き
た
。
そ

し
て
、
歴
史
民
俗
資
料
室
が
喜
界

町
の
博
物
館
と
し
て
の
機
能
を
発

揮
す
る
た
め
に
、
動
線
計
画
や
照

明
、
立
体
展
示
等
に
も
智
恵
を
絞

る
と
と
も
に
、
所
蔵
品
の
移
動
等
の

体
力
を
要
す
る
力
仕
事
に
も
労
力

を
厭い
と
わ
ず
に
改
善
に
努
め
て
き
た
。

　

昨
年
４
月
か
ら
約
７
ヶ
月
に
及
ん

だ
難
産
の
整
備
事
業
は
11
月
に
終

了
。
12
月
１
日
、
中
央
公
民
館
で

研
究
会
の
上
原
慶
三
郎
会
長
は
じ

め
整
備
事
業
を
リ
ー
ド
し
た
北
島

公
一
さ
ん
や
髙
坂
嘉
孝
さ
ん
、
主

管
課
の
教
育
委
員
会
か
ら
晴
永
教

育
長
や
生
涯
学
習
課
職
員
が
参
加

し
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開

催
さ
れ
た
。

　

喜
界
町
歴
史
民
俗
資
料
室
は
、

研
究
会
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
歴

史
あ
る
文
化
に
触
れ
喜
界
島
の
魅

力
を
識
って
い
た
だ
く
た
め
」
の
施

設
で
あ
る
。
今
回
の
再
整
備
に
よ

り
、
喜
界
町
で
は
祖
先
か
ら
伝
え

ら
れ
て
き
た
貴
重
な
文
化
遺
産
を

次
の
世
代
に
伝
え
て
行
く
こ
と
の

礎い
し
ず
えが
出
来
た
と
言
え
よ
う
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
今
回
の
再

芸
士
の
協
力
も
得
て
、
い
つ
で

も
実
演
出
来
る
よ
う
に
設
定

さ
れ
、
島
の
経
済
を
支
え
て

き
た
大
島
紬
の
火
を
消
さ
な

い
よ
う
次
世
代
の
子
ど
も
た

ち
に
体
験
す
る
場
所
を
提
供

し
た
い
と
い
う
研
究
会
の
〝
想

い
〞
が
感
じ
ら
れ
る
コ
ー
ナ
と

な
って
い
る
。

「 

町
民
の
遊
び
の
空
間
」

 　
　
　

 

新
館
１
階
も
整
備

　

研
究
会
は
、
第
１
第
２
展

示
室
に
続
き
、
第
３
展
示
室

と
し
て
、「
デッ
ド
スペ
ー
ス
化
し

て
い
る
」
と
い
う
新
館
１
階
の

囲
炉
裏
端
の
改
善
に
も
着
手
。

整
備
を
機
に
、
郷
土
研
究
会
は
じ

め
、
町
民
か
ら
の
要
望
の
多
か
っ
た

中
央
公
民
館
の
土
・
日
祝
祭
日
の
開

館
も
既
に
決
定
し
、
６
月
か
ら
実

施
し
て
い
る
。（
文
・
写
真
提
供
：

生
涯
学
習
課
）

紬織り体験紬織り体験

歴史ある宝「大島紬」歴史ある宝「大島紬」

歴史を物語る瓶類歴史を物語る瓶類

整理された展示資料整理された展示資料

豊富な郷土資料が並ぶ豊富な郷土資料が並ぶ
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喜
界
が
生
ん
だ
ソ
ウ
ル
シ
ン
ガ
ー
「
東
郷
晶
子
」

　

神
戸
市
を
拠
点
に
音
楽
活
動
を
し
て
い
た
東
郷

晶
子
さ
ん
（
赤
連
出
身
）
が
4
月
18
日
、
フ
ァ
ー
ス

ト
ア
ル
バ
ム
「H

om
e Sw

eet H
om
e 

〜
た
だ
い
ま

〜
」
を
発
売
し
た
。
同
月
25
日
に
本
町
の
ラ
イ
ブ
ハ

ウ
ス
「
フ
ァ
ン
キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョン
サ
バ
ニ
」
で
行
わ
れ

た
「
発
売
記
念
ラ
イ
ブ
」
に
は
、
東
郷
さ
ん
の
Ｃ
Ｄ

デ
ビ
ュ
ー
を
待
ち
望
ん
で
い
た
フ
ァ
ン
約
１
０
０
人
が

集
ま
っ
た
。

　

東
郷
さ
ん
は
、
笑
い
出
す
と
止
ま
ら
な
い
ト
ー
ク

で
会
場
を
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
み
な
が
ら
、
透
明
感

と
迫
力
を
持
ち
合
わ
せ
た
彼
女
の
歌
声
は
、
多
く

の
観
客
を
魅
了
し
て
い
た
。
ま
た
会
場
に
は
、
町
内

の
音
楽
好
き
が
集
ま
っ
て
編
成
さ
れ
た
「
ダ
ー
ト
ゥ

ワ
ン
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」
も
応
援
に
駆
け
つ
け
、
ラ
イ
ブ
に

花
を
添
え
た
。
そ
の
後
は
全
国
ツ
ア
ー
で
、
宮
城
県

仙
台
市
（
４
／
28
・
30
開
催
）、
神
奈
川
県
横
浜
市

（
5
／
2
開
催
）、
東
京
都
渋
谷
区
（
５
／
４
開

催
）、
大
阪
府
大
阪
市
（
５
／
８
開
催
）・寝
屋
川
市

（
６
／
２
開
催
）
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
な
ど
を
巡
回
し
、

喜
界
の
ソ
ウ
ル
シ
ン
ガ
ー
・
東
郷
晶
子
の
歌
声
を
全

国
に
届
け
る
た
め
、
動
き
始
め
た
。

　

全
国
ツ
ア
ー
を
終
え
て
東
郷
さ
ん
は
「
日
本
各
地

で
、
い
ろ
ん
な
方
た
ち
と
会
い
、
歌
え
る
こ
と
は
本
当

に
楽
し
い
。
自
分
の
作
っ
た
歌
を
一
緒
に
歌
って
も
ら

え
る
こ
と
の
喜
び
は
、
今
ま
で
の
人
生
で
一
番
う
れ
し

い
体
験
。
旅
の
道
中
は
結
構
ハ
ー
ド
だっ
た
け
ど
、
歌

う
た
び
に
疲
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
ど
ん
ど
ん
元
気
に
な
っ

て
いった
」
と
語
った
。　

　

東
郷
さ
ん
は
喜
界
高
校
を
卒
業
後
、
山
口
大
学

教
育
学
部
に
進
学
。
大
学
に
通
い
な
が
ら
ジ
ャ
ズ
喫

茶
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
お
り
、
そ
の
喫
茶
店
で
あ
る

日
、
ラ
イ
ブ
後
の
セッ
シ
ョン
（
複
数
の
ミュー
ジ
シ
ャ
ン

に
よ
る
演
奏
）
で
歌
う
こ
と
に
な
っ
た
。
緊
張
し
た

ま
ま
歌
い
終
え
る
と
、何
人
も
の
お
客
さ
ん
か
ら
「
よ

か
っ
た
」
と
誉
め
ら
れ
、
自
分
の
歌
に
少
し
だ
け
自

信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
こ
の
喫
茶
店
と
の

出
会
い
が
今
後
の
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と

東
郷
さ
ん
は
語
る
。

　

本
格
的
に
音
楽
活
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
は
、
上

京
し
た
憧
れ
の
先
輩
シ
ン
ガ
ー
が
プ
ロ
の
メ
ン
バ
ー
を
引

01. ～ Interlude ～
02. Beautiful smile
03. 城久坂～ Gusukuzaka ～
04. ふすまの奥
05. 風来坊
06. ～ Interlude ～
07. Haelem 135th street
08. 誰ニモ言ワナイ
09. 蓮華
10. もしも花だったら LR001 定価￥2,000 円（税抜価格￥1,905）

き
連
れ
て
帰
省
し
た
と
き
に
、
音
楽
に
精
一
杯
の
情

熱
を
注
ぎ
続
け
る
先
輩
の
姿
を
見
て
感
銘
を
受
け

た
こ
と
か
ら
。
そ
の
後
は
神
戸
市
に
移
住
し
、
ピ
ア

ノ
の
弾
き
語
り
や
コン
ボ
（
小
編
成
の
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
）、

ビッ
グ
バ
ン
ド
（
大
人
数
編
成
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
形

態
の
バン
ド
）
を
通
し
て
ラ
イ
ブ
活
動
を
行
って
い
た
。

　

東
郷
さ
ん
に
Ｃ
Ｄ
デ
ビュ
ー
の
話
が
持
ち
あ
が
っ
た

の
は
３
年
前
。
神
戸
市
で
の
ラ
イ
ブ
を
終
え
た
東
郷

さ
ん
は
、
人
気
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
坂
本
龍
一
さ
ん
や

西
野
カ
ナ
さ
ん
と
共
同
で
音
楽
を
製
作
し
て
い
る
前

田
和
彦
さ
ん
に
「
いっ
し
ょ
に
音
楽
を
作
って
み
ま
せ

ん
か
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
時
一
緒
に
居
合
わ
せ
た

天
野
Ｓ
Ｈ
Ｏ
さ
ん（
神
戸
市
を
拠
点
に
活
動
す
る
ロッ

ク
ベ
ー
シ
ス
ト
）
も
、「
い
い
機
会
だ
か
ら
や
っ
た
方
が

い
い
」と
後
押
し
し
、今
回
の
デ
ビュー
に
踏
み
切
っ
た
。

　

ア
ル
バ
ム
製
作
は
、
兵
庫
県
西
宮
市
に
あ
る
前
田

さ
ん
の
ス
タ
ジ
オ
に
通
い
、
約
2
年
半
の
製
作
期
間

を
経
て
完
成
し
た
。
東
郷
さ
ん
が
最
も
思
い
出
が

あ
る
と
い
う
収
録
曲
は
、
自
身
が
初
め
て
作
詞
・
作

曲
し
た
「
ふ
す
ま
の
奥
」。
こ
の
曲
は
、
ど
こ
と
な

く
懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
に
乗
せ
、
お
酒
が
好
き
だ
っ
た

祖
父
と
の
思
い
出
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

ＣＤの購入・問合せは、東郷晶子オフィシャルWebサイト（http://akiko-togo.
com）またはOffice SABANI（しーまブログ sakae@kikaizima-sabani.com)

　

デ
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て
東
郷
さ
ん
は
「
自

分
の
作
品
を
生
み
出
す
と
い
う
こ
と
は
、

想
像
以
上
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
粘
り
強
さ
が

必
要
だ
っ
た
が
、
そ
の
過
程
が
自
分
を
成

長
さ
せ
て
く
れ
た
。
一
曲
、
一
曲
に
向

き
合
う
気
持
ち
に
、
以
前
に
は
無
か
っ
た

強
さ
が
出
て
き
た
」
と
語
り
、
今
後
の

目
標
に
つ
い
て
「
将
来
は
海
外
に
渡
り
、

世
界
の
ス
テ
ー
ジ
で
活
躍
し
た
い
。
も
っ

と
自
分
自
身
を
成
長
さ
せ
、
そ
の
過
程

で
体
験
す
る
い
ろ
ん
な
感
動
を
、
喜
界

島
の
人
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
中
の

人
た
ち
と
音
楽
を
通
じ
て
分
か
ち
合
え

る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
話
し
た
。

　
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
バ
ム
は
、
東
郷
晶
子
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
ウ
ェブ
サ
イ
ト
の
ほ
か
、
町
内

の
フ
ァ
ン
キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョン
サ
バ
ニ
（
湾
）、

上
田
商
店
（
赤
連
）、西
商
店
（
小
野
津
）

等
で
も
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

On Sale

ファンキーステーションサバニでファンキーステーションサバニで
１st Albumの収録曲を次々に披露する東郷さん１st Albumの収録曲を次々に披露する東郷さん

写真提供：Office ＳＡＢＡＮＩ写真提供：Office ＳＡＢＡＮＩ

東郷晶子ファーストアルバム発売記念東郷晶子ファーストアルバム発売記念

　　全国ツアーＬＩＶＥ開催！　　全国ツアーＬＩＶＥ開催！
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教
育
委
員
会
の
と
び
ら

　

５
月
25
日
（
土
）に
平
成
25
年
度

「
喜
界
町
家
庭
学
習
サ
ポ
ー
ト
教
室

『
や
る
気
塾
』」
の
前
期
（
５
〜
10

月
）
の
開
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
や
る
気
塾
」
は
、「
休
日
の
望

ま
し
い
学
習
習
慣
の
形
成
、
異
学

年
に
よ
る
教
え
合
い
、
指
導
者
に

よ
る
学
習
の
仕
方
の
指
導
に
よ
り
、

本
町
児
童
生
徒
の
家
庭
学
習
の
習

慣
化
を
図
る
」
を
目
的
と
し
て
、

小
学
３
年
〜
６
年
、
中
学
生
を
対

象
に
、
行
事
の
な
い
土
曜
日
に
12
回

設
定
し
14
時
30
分
〜
16
時
30
分
ま

で
学
習
を
進
め
ま
す
。
指
導
者
は

町
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校
の
先

生
方
や
町
教
育
委
員
会
職
員
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
ま
す
。
前

期
の
や
る
気
塾
に
は
、
５
月
25
日
現

在
で
小
学
３
年
生
８
名
、
４
年
生

８
名
、５
年
生
４
名
、６
年
生
６
名
、

中
学
生
４
名
の
計
30
名
が
参
加
申

込
を
し
て
い
ま
す
。

　

開
校
式
で
は
、
各
小
中
学
校
の

校
長
が
塾
生
に
対
し
て
勉
強
の
大

切
さ
、
継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ
な

ど
励
ま
し
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
し
た
子
ど
も
一
人

一
人
が
自
分
の
夢
に
つ
い
て
語
り
、

夢
の
実
現
の
た
め
に
こ
の
や
る
気
塾

で
や
り
た
い
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

　

開
校
式
の
後
、
算
数
・
数
学
の
つ

ま
ず
き
診
断
プ
リ
ン
ト
を
実
施
し
、

自
分
の
課
題
を
把
握
し
た
後
、
自

主
学
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
分

か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

教
師
に
尋
ね
な
が
ら
自
分
の
学
習

を
進
め
て
い
ま
し
た
。
や
る
気
塾
に

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
ど
の
子

も
目
を
輝
か
せ
、
楽
し
み
な
が
ら

学
習
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
き
っ

と
学
力
が
向
上
す
る
こ
と
だ
ろ
う

と
感
じ
る
こ
と
で
し
た
。

　

や
る
気
塾
は
、
い
つ
で
も
、
参
加

で
き
ま
す
。
参
加
し
た
い
方
は
、

学
校
ま
た
は
、
教
育
委
員
会
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

第
17
回
喜
界
町
生
涯
学
習
推
進
大
会

　

平
成
25
年
度
第
１
回
生
涯
学
習

推
進
会
議
が
５
月
14
日
に
役
場
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
第
17

回
喜
界
町
生
涯
学
習
推
進
大
会
の

概
要
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

○
期　

日

　

平
成
25
年
11
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　

９
時
15
分
〜
15
時
50
分

○
主
会
場　

喜
界
町
体
育
館

○
日　

程

　

９
時
15
分
〜　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　

９
時
50
分
〜　

開
会
行
事

　

10
時
30
分
〜　

分
科
会

　
〈
６
会
場
に
移
動
〉

　

12
時
00
分
〜　

昼
食
・
休
息

　

13
時
00
分
〜　

講
演
会

■
講
師　

澤
口
俊
之
（
さ
わ
ぐ
ち

と
し
ゆ
き
）

　

人
間
性
脳
科
学
研
究
所
所
長

　

テ
レ
ビ
「
ホ
ン
マ
で
っ
か
!?
Ｔ

Ｖ
」
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演

■
演
題

〈 

調
整
中 

〉

　

14
時
30
分
〜　

全
体
会
（
各
分

科
会
報
告
）

　

15
時
00
分
〜　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョン

　

15
時
30
分
〜　

閉
会
行
事

○
作
品
展
示

■
演
題
児
童
生
徒
の
作
品
の
部

■
写
真
と
広
報
で
見
る
本
町
の
教

育
（
今
年
の
学
校
教
育
・
社
会
教

育
を
写
真
や
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
）

■
一
般
作
品

■
各
分
科
会
に
関
係
す
る
取
組
紹

介
（
ブ
ー
ス
設
置
）

　

町
民
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
詳
細
に

つ
い
て
は
、
後
日
チ
ラ
シ
を
全
戸

配
布
し
、お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
下
旬
か
ら
社
会
教
育
関
係

団
体
の
総
会
が
軒
並
み
開
催
さ
れ
、

新
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）
並
び

に
予
算
（
案
）
が
承
認
さ
れ
る
と

と
も
に
、
新
役
員
も
選
出
さ
れ
ま

し
た
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
町
体
育
協
会
】

会　

長 

川
島　

健
勇

副
会
長 

晴
永　

清
道

　

〃 

中
島　

智
一

理
事
長 

積
山　

忠
久

副
理
事
長 

嶺
田　

一
成

　

〃 

三
山
八
十
三

　

〃 

吉
行　

昭
仁

※
規
約
改
正
に
よ
り
副
理
事
長
が

１
名
増

【
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
】

会　

長 

増
田　

好
明

副
会
長 

橋
本　
　

博

【
町
文
化
協
会
】

会　

長 

外
内　

千
里

副
会
長 

光
岡　
　

力

※
任
期
24
〜
25
年
度

　

以
上
、
新
役
員
を
中
心
に
各
団

体
の
さ
ら
な
る
組
織
の
強
化
と
活

動
の
充
実
を
目
指
し
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

平
成
25
年
度
「
喜
界
町
家
庭
学
習

サ
ポ
ー
ト
教
室
『
や
る
気
塾
』
前

期
開
校
式

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

自
ら
学
び
、
心
豊
か
で
活
力
に
満

ち
た
「
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
指
し
て

〜
小
粒
で
も
キ
ラ
リ
と
輝
く
い

い
島
づ
く
り
〜

社
会
教
育
関
係
団
体
の
新
役
員

決
ま
る
！

一昨年に開催された生涯学習推進大会でのアト一昨年に開催された生涯学習推進大会でのアト
ラクション（荒木青・壮年団による棒踊りの模様）ラクション（荒木青・壮年団による棒踊りの模様）
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低
学
年
は
喜
界
Ａ
が
優
勝

〜
第
23
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲

　
　
　

奄
美
大
島
場
所
ｉ
ｎ
喜
界
〜

　

第
23
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
奄
美
大
島
場

所
ｉｎ
喜
界
（
Ｊ
Ｃ
奄
美
大
島
青
年
会

議
所
主
催
）
が
5
月
3
日
、
喜
界
町
体

育
館
相
撲
場
で
開
催
さ
れ
、
団
体
戦
低

学
年
の
部
で
地
元
開
催
の
意
地
を
見
せ

た
「
喜
界
町
Ａ
チ
ー
ム
」
が
優
勝
し
た
。

個
人
戦
で
は
、
未
就
学
児
の
部
で
岩
崎

康
生
く
ん
（
荒
木
）
が
準
優
勝
、
小
学

一
年
生
の
部
は
勇
智
一
く
ん
（
荒
木
）

が
3
位
入
賞
、
小
学
3
年
の
部
で
勇
美

玲
さ
ん
（
荒
木
）
が
優
勝
と
い
う
好
成

績
を
残
し
た
。

　

大
会
に
は
、
奄
美
市
や
徳
之
島
町
な
ど

の
相
撲
ク
ラ
ブ
等
か
ら
80
人
の
ち
び
っ
子

力
士
が
出
場
し
、団
体・個
人
戦
の
各
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
な
ど
で
競
い
合
っ
た
。
同
大
会
が

喜
界
町
で
開
催
さ
れ
る
の
は
初
め
て
。

　

順
直
輝
大
会
会
長
（
社
団
法
人
奄
美

大
島
青
年
会
議
所
理
事
長
）
は
あ
い
さ

つ
で
「
喜
界
の
子
ど
も
た
ち
は
大
会
に 選手宣誓をする照賢将くん

　

産
業
振
興
課
は
5
月
15
日
、
喜
界
町
農
業

後
継
者
事
業
の
研
修
生
と
し
て
認
定
し
た
2

人
に
対
し
、
認
定
書
の
授
与
式
を
行
っ
た
。

今
回
認
定
を
う
け
た
の
は
、
浜
岡
武
博
さ
ん

（
湾
）
と
安
原
春
樹
さ
ん
（
湾
）。

　

浜
岡
さ
ん
は
「
菊
と
ト
マ
ト
栽
培
を
中
心

に
、
畑
の
土
づ
く
り
か
ら
収
穫
す
る
ま
で
の

一
連
の
作
業
に
つ
い
て
の
研
修
が
あ
る
。
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
、
効
率
よ
く
収
益
を
上
げ

る
農
業
に
つ
い
て
学
び
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
っ
た
。

　

今
後
二
人
は
半
年
間
、
研
修
生
と
し
て
営

農
支
援
セ
ン
タ
ー
や
各
農
家
の
支
援
を
受

け
、
喜
界
町
の
農
業
技
術
を
学
ぶ
。

　

同
事
業
は
、
農
業
の
拠
点
施
設
を
活
用
し

た
実
践
教
育
を
主
に
、
近
代
的
農
業
に
必
要

な
農
業
技
術
・
経
営
管
理
能
力
習
得
を
目
指

し
、
優
れ
た
農
業
者
育
成
を
目
的
と
す
る
。

毎
年
出
場
し
て
く
れ
る
た
め
、
奄
美
大
島
の

子
ど
も
た
ち
と
機
会
を
平
等
に
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
と
喜
界
の
相
撲
発
展
を
願
って
、
喜
界

町
で
の
開
催
を
決
め
た
。
わ
ん
ぱ
く
相
撲
は
、

子
ど
も
た
ち
が
『
努
力
す
る
こ
と
』
や
『
苦

し
さ
に
耐
え
る
こ
と
の
大
切
さ
』、『
勝
ち
負

け
の
喜
び
と
痛
み
を
知
り
敗
者
への
思
い
や
り
』

な
ど
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、

勝
者
が
主
役
で
は
な
く
、
一
人
一
人
が
主
役
。

み
ん
な
に
頑
張
って
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

　

個
人
戦
で
優
勝
し
た
勇
さ
ん
は
「
ま
さ
か

男
の
子
の
中
で
優
勝
で
き
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
。
姉
弟
（
弟
は
勇
智
一
く
ん
）
で
一
緒
に

賞
が
と
れ
て
う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら
は
相
撲
だ

け
で
な
く
、い
ろ
ん
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」

と
笑
顔
で
語
っ
た
。

　

こ
の
大
会
は
、「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会

（
財
団
法
人
日
本
相
撲
協
会
な
ど
が
主
催
）」

の
予
選
を
兼
ね
て
お
り
、
個
人
戦
４・５・６
年

生
の
部
の
優
勝
者
は
、
夢
の
両
国
国
技
館
の
土

俵
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
各
相
撲
部

屋
へ
宿
泊
し
、
力
士
と
交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
に

も
参
加
で
き
る
。

多
彩
な
催
し
で
読
書
普
及
活
動

　
　
　

〜
第
11
回
図
書
館
フ
ェ
ス
タ
〜

新
し
い
農
業
従
事
者
を
育
成

　
　
　
　

〜
農
業
後
継
者
事
業
〜

懸命に戦ったちびっ子力士たち

Topics in KIKAIJIMA

　

毎
年
恒
例
の
「
図
書
館
フェス
タ
」
が
5
月

5
日
、
喜
界
町
図
書
館
（
登
山
典
壽
館
長
）

で
開
催
さ
れ
た
。
同
フ
ェス
タ
は
、
毎
年
子
ど

も
の
読
書
週
間
（
4
月
23
日
〜
5
月
12
日
）

に
合
わ
せ
て
開
催
し
て
お
り
、今
年
で
11
回
目
。

図
書
や
雑
誌
な
ど
の
古
本
を
提
供
す
る
リ
サ

イ
ク
ル
市
、「
島
唄
の
ル
ー
ツ
を
た
ず
ね
て
」
と

題
し
た
講
演
会
、
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
こ
ろ
こ
ろ
の
会
」
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
が

あ
り
、
多
く
の
町
民
で
に
ぎ
わっ
た
。

　

講
演
会
で
は
、
民
謡
な
ど
の
郷
土
文
化
を

研
究
す
る
外
内
淳
さ
ん
（
赤
連
）
が
、
喜
界

島
と
奄
美
大
島
の
民
謡
の
違
い
を
4
人
の
唄
者

の
実
演
を
交
え
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
。

読
み
聞
か
せ
で
は
、一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け

で
な
く
、子
供
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ペ
ー
プ
サ
ー

ト
人
形
劇
も
あ
り
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

　

当
日
の
来
館
者
は
２
８
４
人
で
、
リ
サ
イ

ク
ル
市
の
払
い
出
し
冊
数
は
、
６
３
８
冊
。今年も大盛況の古本市

摘
み
取
り
作
業
を
す
る
浜
岡
さ
ん

▲

摘
み
取
っ
た
菊
を
運
ぶ
安
原
さ
ん

▲
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連
勝
。
第
三
戦
目
は
、14
枚
目
の
貴
源
治
（
貴

乃
花
部
屋
）
と
対
戦
。
立
合
い
が
遅
れ
た
こ

と
か
ら
ま
わ
し
が
取
れ
ず
寄
り
倒
さ
れ
、
初

黒
星
を
喫
す
る
。
第
四
戦
目
は
、
12
枚
目
の

掛
橋
（
八
角
部
屋
）
と
対
戦
。
こ
の
日
も
立

合
い
を
失
敗
し
、
土
俵
際
に
追
い
詰
め
ら
れ
、

相
手
に
背
中
を
向
け
る
よ
う
な
状
態
で
押
し

出
さ
れ
た
。
第
五
戦
目
の
相
手
は
、
22
枚
目

の
真
裟
刃
（
千
賀
ノ
浦
部
屋
）。
二
戦
目
ま
で

見
せ
た
気
迫
を
取
り
戻
し
、
押
し
倒
し
で
再

び
勝
ち
星
を
先
行
さ
せ
る
。
第
六
戦
目
は
、

16
枚
目
琴
小
島
（
佐
渡
ヶ
嶽
部
屋
）
と
対
戦
。

立
合
い
か
ら
力
強
く
当
た
り
、
送
り
倒
し
で

勝
ち
越
し
を
決
め
た
。
最
終
戦
は
、
千
秋
楽

に
18
枚
目
の
青
砥
（
八
角
部
屋
）
と
対
戦
。

立
ち
合
い
が
早
く
「
ま
っ
た
」
が
か
か
る
と
思

い
止
ま
って
し
ま
い
、
そ
の
あ
と
に
左
手
で
ま

わ
し
を
取
り
に
行
っ
た
が
、
右
を
指
さ
れ
て
肩

透
か
し
を
決
め
ら
れ
、
4
勝
3
敗
で
今
場
所

を
終
え
た
。

　

今
場
所
の
取
組
を
終
え
て
藤
原
く
ん
は

「
今
ま
で
出
場
し
た
大
会
形
式
で
は
な
く
、

初
め
て
の
「
場
所
」
と
い
う
特
別
な
形
式
で
の

取
組
で
あ
った
た
め
、
少
し
緊
張
し
た
。
危
な

げ
な
が
ら
勝
ち
越
せ
た
が
、
自
分
の
中
で
は
不

本
意
な
結
果
。
来
場
所
は
自
分
の
相
撲
に
自

信
を
も
って
、
今
場
所
よ
り
一
つ
で
も
多
く
白

星
を
取
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
、

早
く
も
名
古
屋
場
所
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
。

　

５
月
場
所
を
勝
ち
越
し
で
終
え
た
藤
原
く

ん
の
新
番
付
は
、
7
月
の
名
古
屋
場
所
（
愛

知
県
体
育
館
）
前
に
発
表
さ
れ
る
。

　

今
年
3
月
に
角
界
入
り
し
た
藤
原
龍
太

郎
く
ん
（
塩
道
出
身
、１
８
１㎝・１
２
９
㌔
）

は
、
両
国
国
技
館
で
行
わ
れ
た
5
月
場
所

（
11
〜
25
日
開
催
、
通
称
夏
場
所
）
に
お

い
て
4
勝
3
敗
で
勝
ち
越
し
を
決
め
た
。

　

藤
原
く
ん
の
初
土
俵
は
、
今
年
3
月
に

大
阪
府
立
体
育
館
で
行
わ
れ
た
前
相
撲
。

2
勝
０
敗
１
休
で
勝
ち
越
し
、
5
月
場
所

を
東
の
序
の
口
14
枚
目
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

二
日
目
か
ら
登
場
し
た
藤
原
く
ん
は
初

戦
、
序
の
口
13
枚
目
の
貴
公
俊
（
貴
乃
花

部
屋
）
と
対
戦
。
勢
い
が
あ
る
相
撲
を
展

開
し
、寄
り
倒
し
で
初
戦
を
白
星
で
ス
タ
ー

ト
し
た
。
藤
原
く
ん
の
母
、
睦
美
さ
ん
に

よ
る
と
、
こ
の
取
り
組
み
は
部
屋
稽
古
の

成
果
が
で
て
、
今
ま
で
見
た
こ
と
が
な
い
上

手
い
取
組
だっ
た
と
い
う
。
第
二
戦
目
の
相

手
は
、
13
枚
目
の
朝
上
野
（
高
砂
部
屋
）。

初
戦
の
勢
い
そ
の
ま
ま
に
寄
り
切
り
で
二

藤
原
く
ん
角
界
デ
ビ
ュ
ー　
　
　

　
　

〜
大
相
撲
5
月
場
所
〜

写真提供：藤原睦美さん

　

奄
美
海

洋
生
物
研

究
会
（
興

克
樹
会
長
）

が
主
催
す
る

「
第
1
回

喜
界
島
ウ

ミ
ガ
メ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
5
月
18
日
、
役
場

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
同
協
会

の
興
会
長
に
よ
る
「
奄
美
群
島
に
お
け
る
ウ
ミ

ガ
メ
保
全
の
取
り
組
み
」
と
題
し
た
講
演
な

ど
が
あ
り
、
参
加
者
た
ち
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
生

態
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
喜
界
島
で
の
ウ
ミ

ガ
メ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
は
初
め
て
。

　

ウ
ミ
ガ
メ
は
、
世
界
で
7
種
類
し
か
確
認
さ

れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
う
ち
日
本
で
産
卵
す
る
の

は
、
草
食
系
で
頭
が
小
さ
く
青
緑
色
の
「
ア
オ

ウ
ミ
ガ
メ
」
と
、
肉
食
系
で
頭
が
大
き
く
赤
褐

色
の
「
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
」、
鮮
や
か
な
色
合
い
の
甲

羅
を
持
つ
「
タ
イ
マ
イ
」
の
3
種
類
。
ま
た
、
ウ

ミ
ガ
メ
は
ふ
化
す
る
ま
で
の
卵
に
伝
わ
る
砂
の
熱

に
よって
オ
ス
メ
ス
が
決
定
さ
れ
る
特
性
が
あ
り
、

温
度
が
29
℃
よ
り
高
い
と
メ
ス
、
低
い
と
オ
ス
が

生
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
委
員
の
濱
川
孝
久
さ

ん
（
志
戸
桶
）
に
よ
る
と
、
喜
界
島
に
は
ア
オ

ウ
ミ
ガ
メ
と
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
が
上
陸
し
て
お
り
、

昨
年
把
握
で
き
た
上
陸
回
数
は
33
回
。
最
も

多
い
小
野
津
海
水
浴
場
の
11
回
に
次
い
で
、
塩

道
長
浜
公
園
と
池
治
海
水
浴
場
、
白
水
浜
が

６
回
、
坂
嶺
浜
が
４
回
で
あ
っ
た
と
い
う
。　

　

こ
れ
か
ら
ふ
化
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
ウ
ミ
ガ

メ
。
見
学
す
る
と
き
の
注
意
点
に
つ
い
て
興
会

長
は
、「
子
ガ
メ
が
海
に
帰
る
道
を
ロ
ー
プ
な

ど
で
確
保
す
る
こ
と
や
、
懐
中
電
灯
の
先
に
赤

い
シ
ー
ト
な
ど
を
被
せ
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
嫌
が
ら

な
い
赤
い
光
を
照
ら
す
な
ど
の
工
夫
が
必
要
」

と
語
っ
た
。

ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態
を
学
ぶ

〜
第
1
回
喜
界
島
ウ
ミ
ガ
メ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
〜

今
年
度
か
ら
の
営
農
推
進
を
報
告

〜
喜
界
町
畑
地
か
ん
が
い

　
　
　
　
　

営
農
推
進
協
議
会
幹
事
会
〜

　

平
成
25
年
度
第
１
回
喜
界
町
畑
地
か
ん
が

い
営
農
推
進
協
議
会
幹
事
会
が
4
月
23
日
、

役
場
集
会
室
兼
多
目
的
室
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。
役
場
産
業
振
興
課
や
生
和
糖
業
、
Ｊ

Ａ
あ
ま
み
な
ど
か
ら
約
40
人
が
出
席
。
今
年

度
の
営
農
推
進
に
つ
い
て
各
分
野
の
担
当
か

ら
報
告
が
あ
り
、
内
容
に
つ
い
て
協
議
・
検

討
し
た
。

　

産
業
振
興
課
榮
常
光
課
長
は
「
今
ま
で

農
業
の
複
合
経
営
を
推
進
し
て
き
た
が
、
今

や
島
の
農
業
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
に
特
化
し
て
し

ま
っ
た
。
園
芸
分
野
拡
充
の
た
め
、
昨
年
に

引
き
続
き
「
喜
界
町
農
業
後
継
者
事
業
」
の

研
修
生
を
認
定
し
た
。
研
修
生
は
菊
や
ト
マ

ト
栽
培
な
ど
を
学
ん
で
お
り
、
後
継
者
の
育

成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
は

新
た
な
体
制
で
、
特
に
園
芸
を
中
心
と
し
て

耕
地
面
積
拡
大
や
畜
産
の
推
進
に
取
り
組

み
、畑
か
ん
営
農
を
目
指
し
た
い
」と
語
っ
た
。

▲ウミガメの生態を
解説する興会長

シマの話題

勝ち越しを決めて最終戦に望む藤原くん
【写真提供：藤原睦美さん】

今年度からの営農推進などについての事業報告があった
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●
マ
ー
タ
ー
テ
ー
バ
ー

　

島
遊
び
な
ど
の
行
事
で
踊
り
が
始
ま
る
前
に
、
踊

る
場
所
を
祓は
ら
い
清
め
る
た
め
の
儀
式
。
太
鼓
の
打
ち

手
を
筆
頭
に
一
列
に
連
な
り
、
反
時
計
回
り
で
土
俵

を
取
り
囲
む
よ
う
に
、
ゆっ
く
り
か
つ
規
則
正
し
い
足

取
り
で
進
む
。
以
前
は
ほ
と
ん
ど
の
集
落
で
行
なって

い
た
が
、
今
は
一
部
の
集
落
で
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
。

●
ソ
ー
メ
ン
ガ
ブ
ー

　

ウ
ヤ
ン
コ
ー
か
ら
数
え
て
3
日
目
に
開
催
さ
れ
る

島
遊
び
（「
き
の
え
ね
」
の
日
）
に
行
わ
れ
る
奇
祭
。

起
源
等
に
つい
て
は
諸
説
あ
る
が
、
明
治
時
代
に
島

遊
び
を
楽
し
ん
だ
後
、
集
落
で
料
理
を
振
る
舞
って

い
た
。
そ
れ
を
青
壮
年
た
ち
が
、
娯
楽
と
し
て
ソ
ー

メ
ン
を
奪
い
合
う
形
式
に
持
っ
て
行
っ
た
の
で
は
と
い

う
説
が
有
力
で
あ
る
。

●
49
歳
の
祝

　

毎
年
1
月
頃
に
、
数
え
で
49
歳
の
年
祝
い
を
迎

え
る
男
女
を
前
年
に
迎
え
た
男
女
が
会
を
主
催
し
、

40
〜
60
歳
の
集
落
民
で
祝
福
す
る
行
事
。

●
「
フ
ユ
ン
ミ
ー
」
と
「
も
ち
も
ら
い
」

　

ウ
ヤ
ン
コ
ー
（
コ
ウ
ソ
祭
）
か
ら
数
え
て
9
日
目
の

「
か
の
え
う
ま
」
の
日
を
フ
ユ
ン
ミ
ー
ま
た
は
フ
ユ
ウ

ン
ミ
（
冬
折
目
）
と
呼
び
、
各
家
庭
で
ハ
サ
ムッ
チ
ー

を
つ
く
り
ウ
ヤ
フ
ジ
に
供
え
た
。
フ
ユ
ン
ミ
ー
の
夜
は
、

幼
・
小
・
中
学
生
が
「
も
ち
も
ら
い
歌
」
を
歌
い
、

深
夜
ま
で
各
戸
を
ま
わ
り
餅
な
ど
を
も
ら
う
。

●
集
落
ソ
ン
グ
「
中
里
復
興
歌
」　

　

戦
後
、
集
落
の
有
志
（
亡
中
菊 

作
詞
、
亡
寿
岡

隆
義 
作
曲
）
に
よって
作
ら
れ
た
歌
。

一　

さ
ん
た
る
朝
日
輝
け
る

　
　

奄
美
大
島
喜
界
町

　
　

我
等
生
地
の
中
里
を

　
　

振
る
い
興
さ
ん
諸
共
に　
　
　

　
　
　
　
（
二
番
以
降
は
省
略
、
〜
三
番
ま
で
）

　

ま
た
、「
中
里
選
手
の
意
気
を
見
よ
」な
ど
数
曲
、

町
体
な
ど
の
行
事
で
歌
う
応
援
歌
が
あ
る
。　
　

集
落
性

　

戦
時
中
の
空
襲
に
よ
り
、
壊
滅
的
だ
っ
た
集
落
を

第
３
回　

中
里
集
落

第
３
回　

中
里
集
落

概
要

　

人
口
７
４
７
人
、
世
帯
数
３
３
９
世
帯
（
平
成

25
年
４
月
末
現
在
）。喜
界
島
の
空
の
玄
関
口「
喜

界
島
空
港
」
が
あ
り
、
周
囲
に
は
ス
ー
パ
ー
な
ど

の
商
店
が
建
ち
並
ぶ
。
滑
走
路
沿
い
に
は
空
港

臨
海
公
園
が
あ
り
、
海
水
浴
場
、
キ
ャ
ン
プ
場
な

ど
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
設
置
さ
れ
、
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
る
。

　

集
落
内
は
13
班
に
分
け
ら
れ
、
良
き
慣
習
を

継
承
す
る
と
と
も
に
、
改
め
る
べ
き
所
は
改
め
て
、

集
落
の
「
和
」
づ
く
り
を
重
ん
じ
て
い
る
。
集

落
民
全
員
の
力
と
知
恵
で
夢
が
あ
る
集
落
づ
く

り
を
目
指
す
。

　

ま
た
、
太
平
洋
戦
争
中
に
は
、
集
落
の
北
側

と
東
側
に
は
軍
飛
行
場
、
南
側
と
西
側
に
敵
機

か
ら
飛
行
場
を
守
る
高
角
砲
・
機
関
銃
陣
地
が

あ
っ
た
た
め
、
集
落
全
体
が
米
軍
の
空
襲
で
壊
滅

的
な
被
害
を
受
け
た
。

特
色
あ
る
集
落
行
事
な
ど

●
敬
老
会

　

毎
年
1
月
３
日
に
行
わ
れ
、
数
え
で
70
歳
以

上
の
集
落
民
が
祝
さ
れ
る
、
１
０
２
年
の
歴
史
が

あ
る
伝
統
行
事
。
会
に
は
毎
年
多
く
の
敬
老
者

が
参
加
し
、
今
年
は
、
沖
縄
の
琉
球
舞
踊
家
時

本
ひ
と
み
さ
ん
（
中
里
出
身
）
を
招
待
し
、
盛

大
に
開
催
し
た
。

●
立
毛
品
評
会

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
豊
作
祈
願
と
品
評
会
を
目
的

と
す
る
行
事
で
、六
月
灯
の
日
（
旧
暦
6
月
19
日
）

に
催
さ
れ
る
。
コ
ー
ラ
ル
団
地
入
り
口（
県
道
側
）

の
保
食
神
社
で
豊
作
を
祈
願
し
た
あ
と
、
役
場

産
業
振
興
課
、
農
協
、
生
和
糖
業
な
ど
の
糖
業

関
係
機
関
が
事
前
に
審
査
し
た
キ
ビ
の
品
質
な

ど
の
結
果
を
農
家
に
発
表
す
る
。
今
年
で
１
０
５

回
目
の
開
催
と
な
る
。

集
落
民
が
一
致
団
結
し
、
見
事
復
興
を
成
し
遂
げ

た
。
団
結
力
と
お
互
い
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
強
い

集
落
性
。

史
跡
な
ど

●
戦
闘
指
揮
所

　

戦
時
中
、
沖
縄
に
い
る
米
軍
に
対
し
て
奇
襲
攻

撃
機
や
特
攻
機
の
出
撃
を
指
揮
し
た
場
所
。
ポ
イ

ン
ト
２
１
１
に
あ
る
電
波
探
知
機
基
地
か
ら
敵
機
の

有
無
を
確
認
し
、
出
撃
命
令
を
だ
し
た
。

●
旧
海
軍
航
空
基
地
戦
没
者
慰
霊
之
碑

　

昭
和
19
年
（
１
９
４
４
年
）、
国
土
防
衛
の
最
前

線
基
地
と
し
て
喜
界
島
海
軍
基
地
は
拡
張
整
備
さ

れ
、海
軍
巖
部
隊
が
常
駐
す
る
こ
と
に
なっ
た
。翌
年
、

米
軍
が
沖
縄
に
上
陸
す
る
と
喜
界
か
ら
特
攻
機
が

出
撃
し
、多
く
の
者
が
戦
死
し
た
。
そ
の
霊
を
慰
め
、

永
久
の
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
。 

区長が語る !! わーちゃん集
シ マ

落

中里集落区長。区長歴３年。
昭和 21 年生まれ。平成 18 年
に退職するまで、役場に 40
年間勤務した。現在は「よん
よーり喜界島」中里の観光ボ
ランティアスタッフとして活
動。好きな言葉は「前向き」。

野
間
昭
夫
区
長

（67）

旧海軍航空基地戦没者慰霊之碑旧海軍航空基地戦没者慰霊之碑

徳州会病院屋上から中里集落を臨む徳州会病院屋上から中里集落を臨む

野

Profile
戦闘指揮所戦闘指揮所
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す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）

じょうずに手を洗いましょう

両手を水で洗います。 セッケンを手にとって
アワをつくります。

手のひらを洗います。 ゆびのあいだも
洗います。

手のそとがわを
洗います。

ゆびさきの、ツメの
ところを洗います。

おやゆびのつけねも
洗います。

さいごに手首を洗って、水で
15秒くらい洗いながします。

アワをつく 洗います

 

6
月
4
日
〜
10
日
は

　
「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」

　

皆
さ
ん
が
ご
飯
を
食
べ
る
時
や
飲

み
物
を
飲
む
時
に
使
う
口
。
さ
て
、

こ
の
お
口
の
中
に
は
何
個
く
ら
い
の

細
菌
が
す
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
？
答

え
は
な
ん
と
２
千
億
個
。
そ
の
細
菌

が
酸
を
つ
く
り
歯
垢
と
な
り
、
歯
垢

が
虫
歯
や
歯
周
病
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
歯
周
病
菌
は
血
管
に
侵
入
し
動

脈
硬
化
な
ど
の
合
併
症
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
歯
と
口
は

体
の
健
康
に
大
き
く
関
係
し
て
い
る

の
で
す
。

　

お
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
た
め
、

ま
ず
は
正
し
い
歯
磨
き
を
！

　

ま
た
、
痛
み
が
無
く
て
も
、
年
に

1
回
は
歯
科
健
診
を
受
け
て
お
口
の

状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

要
チ
ェ
ッ
ク
！

　

厚
生
連
健
診
で
は
、
40
・
50
・

　

60
・
70
歳
の
方
は
無
料
で
歯
周

　

疾
患
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
出

　

来
ま
す
！
予
防
と
早
期
発
見
の

　

た
め
に
も
、
一
度
受
け
て
み
る

　

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　
　
　
　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　

食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
混
入
し
た
食

品
を
と
る
こ
と
で
起
こ
る
食
中
毒
。

そ
の
２
割
近
く
は
、
家
庭
の
食
卓
で

起
き
て
い
ま
す
。

　

食
中
毒
の
原
因
菌
に
は
い
く
つ
か

の
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
性
質
が

異
な
り
ま
す
。
感
染
し
た
場
合
の
症

状
は
「
悪
心
（
吐
き
気
）・
嘔
吐
・

下
痢
・
腹
痛
・
発
熱
」
な
ど
が
一
般

的
で
す
が
、
中
に
は
死
に
至
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。

　

食
中
毒
を
防
ぐ
に
は
、
食
材
の
取

り
扱
い
や
調
理
環
境
に
気
を
配
る
こ

と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

 

食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
食
材
は
よ
く
洗
っ
て
か
ら
使
う
。

・
肉
や
魚
を
切
っ
た
包
丁
や
ま
な
板

は
、
必
ず
洗
い
熱
湯
を
か
け
て
か
ら

他
の
も
の
を
切
る
。

・
加
熱
す
る
と
き
は
中
ま
で
し
っ
か

り
火
を
通
す
。

・
出
来
た
料
理
は
早
め
に
食
べ
、
残
っ

た
ら
冷
蔵
庫
に
保
存
す
る
。

・
手
洗
い
は
食
中
毒
予
防
の
基
本
で

す
。
正
し
い
手
洗
い
の
方
法
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

風
し
ん
な
ど
の
感
染
症
予
防
も

　

日
頃
か
ら
！

　

風
し
ん
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
水

痘
症
の
感
染
が
、
県
内
で
も
増
え
て

い
ま
す
。
病
原
体
の
つ
い
た
手
で
知

ら
ず
知
ら
ず
に
、
口
や
鼻
、
眼
な
ど

を
触
っ
た
り
、
空
気
中
の
病
原
体
を

吸
い
込
ん
だ
り
す
る
と
病
原
体
が
粘

膜
か
ら
入
り
込
み
ま
す
。
日
頃
か
ら
、

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
心
が
け
、
外
出
か
ら

帰
っ
た
時
は
、
手
洗
い
・
う
が
い
を
す

る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
!!

歯磨きの５つのポイント

①力を入れず軽くブラッシング
　毛先を軽く当てて小刻みに。

②夜寝る前は特に丁寧に！
　睡眠中は唾液分泌が減るため菌が元気。

③小型の歯ブラシで磨く
④歯と歯肉の間も磨く
⑤基本はひと筆描きを３周

9　Kikai Public Relations 2013.6



暮らしの情報 インフォメーション
　

日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺

児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か

ら
補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、

先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦

没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父

等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、

慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同

地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

費
用
は
、
参
加
費
と
し
て
9
万

円
が
必
要
で
す
。
日
程
等
の
詳
細

は
、
日
本
遺
族
会
事
務
局
（
０
３

―
３
２
６
１
―
５
５
２
１
）
ま
で
。

お
申
し
込
み
は
、鹿
児
島
県
遺
族
会

（
０
９
９
―
８
１
２
―
８
２
９
２
）

ま
で
。

【
実
施
地
域
】﹇
広
域
地
域
﹈
①
旧

満
州
②
西
部
ニュ
ー
ギ
ニ
ア
③
ア
ッ
ツ

島
④
旧
ソ
連
⑤
中
国
（
一
次
）
⑥

マ
リ
ア
ナ
諸
島
⑦
東
部
ニュ
ー
ギ
ニ
ア

（
一
次
）
⑧
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半

島
⑨
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
⑩
ソ
ロ

モ
ン
諸
島
⑪
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
一次
）
⑫

ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ベ
ト
ナ
ム
（
一
次
）
⑬

台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
⑭
東
部
ニュ
ー

ギ
ニ
ア
（
二
次
）
⑮
ミ
ャ
ンマ
ー
・
イ

ン
ド（
二
次
）⑯
フ
ィ
リ
ピ
ン（
二
次
）

⑰
中
国
（
二
次
）

﹇
特
定
地
域
﹈
①
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島

②
西
部
ニュ
ー
ギ
ニ
ア
③
マ
ー
シ
ャ
ル
・

ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

　

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
に
悩
ん
で
い
ま

﹇
問
合
せ
先
﹈
ハロ
ー
ワ
ー
ク
名
瀬

　
　

☎
０
９
９
７
―
５
２
―
４
６
１
１

　

平
成
25
年
度
裁
判
所
職
員
採
用
一

般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）
の
実
施

に
つい
て

﹇
申
込
受
付
期
間
﹈郵
送　

7
月
16
日

（
火
）
〜
7
月
25
日
（
木
）

﹇
第
一
次
試
験
日
﹈
9
月
15
日
（
日
）

﹇
そ
の
他
﹈
採
用
試
験
の
内
容
が
変
わ

り
ま
し
た
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
、
受

験
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
（
受

験
案
内
は
５
月
24
日
（
金
）
か
ら

裁
判
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://
w
w
w
.courts.go.jp/saiyo/

index2.htm
l

）
に
掲
載
さ
れ
る
と
と

も
に
、
最
寄
り
の
裁
判
所
で
も
配
布

し
ま
す
）。

﹇
問
合
せ
先
﹈
鹿
児
島
地
方
裁
判
所

事
務
局
総
務
課
人
事
第
一
係
（
☎

０
９
９
―
８
０
８
―
３
７
０
７
、

〒
８
９
２
―
８
５
０
１ 

鹿
児
島
市
山

下
町
13
ー
47
）

せ
ん
か
？

　

県
労
働
委
員
（
公
益
委
員
（
弁

護
士
等
））、
労
働
者
委
員
（
労
働

組
合
役
員
等
）、使
用
者
委
員
（
会

社
経
営
者
等
）
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
労
働
者
、
事
業
主
の
ど
ち
ら

か
ら
で
も
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈
毎
週
第
４
火
曜
日
、
午
後

２
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
受
付
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

﹇
場
所
﹈県
庁
労
働
委
員
会（
15
階
）

﹇
申
込
み
﹈
不
要
（
予
約
可
）。
詳

し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

﹇
相
談
事
例
﹈
解
雇
、
雇
い
止
め
、

配
置
転
換
、
賃
下
げ
、
パ
ワ
ハ
ラ
、

セ
ク
ハ
ラ
な
ど

﹇
問
合
せ
先
﹈
鹿
児
島
県
労
働
委

員
会
事
務
局
（
県
庁
15
階
）
☎

０
９
９
―
２
８
６
―
３
９
４
３
、
Ｆ

Ａ
Ｘ 

０
９
９
―
２
８
６
―
５
６
５
３

　

平
成
26
年
3
月
高
等
学
校
等
卒

業
予
定
者
の
求
人
の
受
付
が
６
月

20
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。
優
秀

な
人
材
を
確
保
す
る
に
は
、
早
め

の
求
人
の
提
出
が
必
要
で
す
。
例

年
、
地
元
で
の
就
職
を
希
望
し
て
い

て
も
、
地
元
の
求
人
が
な
く
県
外
へ

の
就
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
生
徒

も
い
ま
す
。
い
ま
こ
そ
地
元
を
支

え
る
若
い
人
材
が
、
ふ
る
さ
と
で
活

躍
で
き
る
よ
う
求
人
を
ご
提
出
い

た
だ
き
、
一
人
で
も
多
く
の
若
者
に

活
躍
の
場
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
25
年
度
戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
に
つ
い
て

県
労
働
委
員
に
よ
る
「
労
働
に
関

す
る
無
料
相
談
会
」
の
開
催

事
業
主
の
皆
様
へ
「
６
月
20
日
か
ら

学
卒
求
人
の
受
付
が
開
始
さ
れ
ま
す
」

平成 25 年度自衛官等募集案内
募　集　種　目 応　募　資　格 受　付　期　間 試　験　期　日

自衛官候補生
（任期制）

男子 １８歳以上２７歳未満の者
年間を通じて実施中
　（８月　１日～　９月　６日）

受付時に連絡 
（９月１６日以降予定）

女子 １８歳以上２７歳未満の者 　８月　１日～　９月　６日
９月２２日～２６日
 ※いづれか指定する１日

一般曹候補生
（曹となる自衛官を養成）

１８歳以上２７歳未満の者 　８月　１日～　９月　６日
１次：　９月１６・１７日
 ※いづれか指定する１日
２次：１０月　５日～１１日

航空学生
（海・空のパイロット等を養成）

高卒（見込含）２１歳未満の者 　８月　１日～　９月　６日
１次：　９月２１日
２次：１０月１２日～１７日
３次：１１月　９日～１２月１２日

防衛大学校学生
（幹部自衛官を養成）

推薦
高卒（見込含）２１歳未満の者

（学校長が推薦できる者）
　９月　５日～　９月　９日 ９月２８日・２９日

総合選抜 高卒（見込含）２１歳未満の者 　９月　５日～　９月　９日
１次：　９月２８日
２次：１１月２日・３日 

一般
（前期）

高卒（見込含）２１歳未満の者 　９月　５日～　９月３０日
１次：１１月９日・１０日
２次：１２月１０日～１４日

一般
（後期）

高卒（見込含）２１歳未満の者 ２６年１月２２日～１月３１日
１次：２６年　３月　１日
２次：２６年　３月１３日

防衛医科大学校医学科学生 高卒（見込含）２１歳未満の者 　９月　５日～　９月３０日
１次：１１月２日・３日
２次：１２月１８日～２０日

防衛医科大学校看護学科学生
（自衛官コース）　

高卒（見込含）２４歳未満の者 　９月　５日～　９月３０日
１次：１０月１９日
２次：１１月３０日・１２月１日

医科・歯科幹部 医師・歯科医師の免許取得者 １０月　１日～１０月１８日 １１月　８日

陸上自衛官（看護）
看護免許を有し、保健師・助産師免
許を有する３６歳未満の者

　９月　２日～　９月３０日 １１月１６日

【お問い合わせ先】自衛隊鹿児島地方協力本部奄美大島駐在員事務所　奄美市名瀬永田町 17-3　大島支庁別館２階　53-9103
※その他、詳細については奄美大島駐在員事務所に確認してください。

島支庁別館２階　53 9103

裁
判
所
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ
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◆お手伝いしていただく主な仕事内容◆
　○交通整理
　　湾赤連商店街・スギラビーチ会場内の簡単な交通整理です。
　　弁当・飲み物等は、協賛会で準備いたします。

　　応募資格　16 歳以上の方
　　　　　　　（ただし、高校生は保護者の承諾が必要です）
　　応募方法　役場企画課でお申し込みください。
　　応募締切　平成 25 年７月19日（金）

◆連絡先◆
　喜界町夏まつり協賛会事務局（役場企画課内）
　〒891-6292 鹿児島県大島郡喜界町湾 1746 番地
 TEL：0997-65-3683
 FAX：0997-65-4316
 E-mail：kikaku-2@town.kikai.lg.jp

　喜界町夏まつり協賛会では、 喜界島の夏の風物詩「 喜

界町夏まつり」 のボランティアスタッフを募集します。

　協賛会メンバーと共に祭りをつくりあげるひと夏の感動

を体験してみませんか？

奄美群島日本復帰 60 周年記念奄美群島日本復帰 60 周年記念

第 32 回第 32 回  喜界町夏まつり喜界町夏まつり

８８月月３３日（日（土土））
　相撲大会（町相撲場）　相撲大会（町相撲場）
　歩行者天国（湾・赤連商店街）　歩行者天国（湾・赤連商店街）
　ミコシ・綱引き　ミコシ・綱引き
　踊りパレード　踊りパレード

８８月月４４日（日（日日））
　フネィンカー競漕　フネィンカー競漕
　漁船海上パレード　漁船海上パレード
　八月踊り　八月踊り
　演芸ショー・花火大会　演芸ショー・花火大会
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庁舎内放送で「島口ラジオ体操」を流しています！
　喜界町役場では今年 4月から、方言普及活動の一環
と職員の健康維持、業務効率のアップを図るため、平日
（月～金）の午後 3時 5分から、庁舎内放送で「島口ラ
ジオ体操」（奄美島口ラジオ体操製作実行委員会製作）
を流しています。皆様のご理解、ご協力の程よろしくお
願いします。
　「島口ラジオ体操」は、誰もが知っているラジオ体操
の掛け声を方言に置き換えて行うことで、次第に失われ
つつある方言に親しみ、興味・関心を持ってもらい、方
言の保存・伝承活動へとつなげていくきっかけ作りとな
ればとの想いから製作されました。
【島口ラジオ体操のお問い合わせは…】
奄美島口ラジオ体操製作実行委員会　
電話番号：０３－５５７９－８０５５　
メールアドレス：Ｉｎｆｏ＠ｅｅｐｃ．ｊｐ

12



平成 25 年度　市町村振興宝くじのお知らせ
この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。

サマージャンボ宝くじ ＆ 2000 万サマー
発売期間　７月 10 日（水）～ 8月２日（金）
発売場所　全国の宝くじ売り場
抽 選 日　８月 13 日（火）

当選金支払い期間
平成 25年８月 19 日 ～平成 26年８月 18 日

「毎月５日はエコライフデー！」とし、電気・水・燃料
などの省エネ活動やエコドライブに取り組んでいます。
地球環境を守るかごしま県民運動推進会議
６月の取り組み
環境にやさしい暮らしを考える
（環境学習）
① 「環境月間」中に環境を考えます
②環境に関する学習会やイベント、
　地域の行事などに参加します
③  自然観察会に参加します

●年金保険料の納め忘れはありませんか？
   年金が受けられない『無年金者』や年金額の少ない『低
年金者』対策として、過去に未納だった国民年金保険料
を 10 年前まで遡って納めることのできる ｢後納制度｣
があります。この制度は平成27年9月まで利用できます。
●国民年金貸付基金制度をご存じですか？　　
   喜界町では、国民年金加入者の年金受給権を確保する
ため、国民年金保険料の一部または全部を貸し付ける「国
民年金貸付基金制度」を設けています。
［対象者］喜界町に在住している満 60 歳から満 65 歳ま
での、国民年金加入者で、年金を受け取ることのできる
要件（加入月数３００月）に満たない方
［お問い合せ先］喜界町役場住民課年金係　　　　                             
☎６５－３６８７ （内線３３０・３３３・３３４）
　

　最近、国や県等の統計調査と称して、電話で家族構成
や資産状況を聞き出そうとする事例が発生しています。
不審な電話がありましたら、鹿児島県庁統計課もしくは、
喜界町役場企画課統計係までご連絡ください。
［連絡先］鹿児島県庁統計課 ☎０９９- ２８６- ２４７３
　　　　 喜界町役場企画課 ☎０９９７- ６５- ３６８３

住民課からのお知らせ
［毎月５日はエコライフデー！］

町からのおしらせ
Information from town 

［国民年金の「後納制度」と「保険料貸付制度」］

 
　平成 25 年６月３日から、各課直通の電話番号が設置
されました。これまで代表番号で受けていた役場の電話
が下記のように変更になり、各課に直接電話をかけられ
るようになりました。役場に御用のある方は直接担当課
へご連絡ください。

総務課からのお知らせ
［役場の電話が変わりました］

企画課からのお知らせ
［かたり調査にご注意を！］

13　Kikai Public Relations 2013.6



＊おおきくなあれ＊＊ 1 歳になりました＊

　月日が経つのは早いもので、気づけば高校一年生と小学

6年生。「美しく咲く」と名前どおりにかわいい美咲。「誰

にでも優しくできる」マイペースな優也。（親バカかな？）

二人とも将来の夢に向かって、一生懸命頑張れ （父より）

　咲香が生まれて1年。たくさんの笑顔をありがとう。こ

れから歩いたり、歌ったり、姉兄とケンカしたり…。いろい

ろなことをするのでしょうね。家族みんなであなたの成長

を楽しみにしています。スクスク大きくな～れ♪(父母より）

　志戸桶集落のとあるお宅に咲く「セイヨウニンジン
ボク」。涼しげな装いでたたずむこの花は、夏を感じさ
せる可愛らしい小さな花であった。
　セイヨウニンジンボクは、南ヨーロッパ、西アジア原
産の落葉生樹木で、シソ科に属する。樹高は２ｍ～大
きくなると８ｍに達し、葉は細長く光沢があり、5～７
枚がくっついて一枚の手のひら状の花になる。花言葉
は、思慕・純愛・才能。

竹内　竹内　咲咲
えみかえ み か

香香ちゃん（赤連）ちゃん（赤連）
（父　浩二・母　志保）（父　浩二・母　志保）

岡田　岡田　美美
みさきみ さ き

咲咲さん(15歳）（右）（嘉鈍）さん(15歳）（右）（嘉鈍）
　　　　　　優優

まさやま さ や

也也くん（11歳）（左）くん（11歳）（左）

今月の花 ～セイヨウニンジンボク～～セイヨウニンジンボク～

後世に語り継ぎたい後世に語り継ぎたい
　　　　　　町指定文化財　　　　　　町指定文化財④④

～糖
と う ろ

漏～

　糖漏と称されるものが町内に三点現存することが確認されている
が、これは藩制時代、白砂糖の製造に使用された道具だといわれ
ている。それを実証する記録が「喜界島代官記」に記されている。
　すなわち「（享和元）年四月八日之夜瀬玉湊へ御着船、然トモ
洋中不順ニテ徳之島ニ漂着、尤琉球近ニテ帆柱ヲ切、漸徳之島
へ漂着之由、右薬左衛門殿（蔵方目付中江薬左衛門）事、白
砂糖方掛ニテ当年ヨリ初テ重御下リ有之候」<（　）内筆者注>
とあり、喜界島において白砂糖が製造されたことがうかがえる。
　松浦豊敏著『海流と潟』に糖漏による白砂糖の製法が「糖漏
による白糖の製法は「覆

ふ く ど が
土瓦ろう

0 0

法」と称し、適当の濃度に至りた
る糖汁は結

けっしょうがめ
晶瓶なるろう

0 0

に入れる。底部の孔口を藁
わら
にて塞

ふさ
ぎ固結

せざる糖液中より蜜を漏下せしむ。結晶して固まりかける頃底の穴
の藁栓を抜くと蜜は漏出する。その上に粘

ねんでい
泥を被せ、二十日間ばか

り放置する。粘土が乾いた段階で粘泥を取り除けば白い砂糖が出
来ている」と記されている。しかし、製造方の難しさと効率の悪さか
らであろう「代官記」の文化二（１８０５）年に「当島白砂糖方黍
横目モ御引取被仰渡候」と以後白砂糖の係は黍横目との兼務とな
り、また「三島白砂糖、去る亥年より大島壱万斤、喜・徳五千斤ツ、
都合弐万斤致製法･･･諸百姓迷惑被聞召候付、七部通り御減
少被仰付、大島三千斤、喜・徳千五百斤ツ、都合六千斤差登
候様被仰付･･･」と減量されている。その後、白砂糖製法がいつ
までなされたかは記録されていない【喜界町誌より抜粋】

( 父　勝利）( 父　勝利）
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県内全市町村の広県内全市町村の広
報誌コーナーを役報誌コーナーを役
場ロビーに設置し場ロビーに設置し
ました！！ました！！

喜界町の推計人口
（平成25年５月１日現在）

世帯数   ・・・・ 3,530戸 （56）

人 口   ・・・・ 7,664人 （84）

男   ・・・・ 3,710人 （40）

女   ・・・・ 3,954人 （44）

（　）は前月比

■
寄
付
金

納付をお忘れなく！（６月）
【税】町県民・国民健康保険税、介護保
険料第１期　７/１まで

【使用料】６月分公営住宅・簡易水道・
下水道使用料・保育料　７/１まで
　役場 1階会計又はお近くの金融機関で納めてくだ
さい。納入はお早めに！！

盛　良さん
（大正14年生・87歳・大朝戸）

まだわあさんど
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活
動
的
な
毎
日
を
過
ご
す
良
さ
ん
。
天
気
の
日
は
、
大
好
き
な
畑
で
家
族
と

い
っ
し
ょ
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
・
野
菜
作
り
を
し
た
り
、
自
宅
近
辺
の
道
路
や
裏
庭

の
草
取
り
を
す
る
働
き
者
。
畑
に
で
ら
れ
な
い
雨
の
日
は
、友
人
宅
で
の
お
し
ゃ

べ
り
が
楽
し
み
。
最
も
喜
び
を
感
じ
る
と
き
は
、
丹
精
こ
め
て
育
て
た
野
菜
を

収
穫
す
る
と
き
だ
そ
う
で
す
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
、「
外
の
空
気
を
吸
う
こ
と
」と「（
畑
仕
事
や
草
取
り
な
ど
で
）

体
を
動
か
す
こ
と
」。
と
に
か
く
「
家
で
じ
っ
と
す
る
こ
と
が
嫌
い
」
と
い
う
良

さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
大
好
き
な
畑
で
野
菜
作
り
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
元
喜
界
短
歌
会
生
）
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「わんぱく相撲奄美大島場所 in 喜界」ミニスナップ

く ら し の ーカ レ ン ダ
（平成25年6月21日～7月20日迄）

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。

日 月 火 水 木 金 土

６/21 6/22

●厚生連健診

（ ～ 6 / 2 3

（ 日 ））【 コ ミ

7:00 ～】

6/23 6/24 6/25 6/26 6/27 6/28 6/29

●壮年スロー
ピッチソフト
ボ ー ル 大 会

【総合】

● 3 歳児健診

【 す こ 13:15

～】

●喜界園開園
記念運動会【喜
界 園 園 庭　
15:00 ～】
●予防接種【す
こ 14:45 ～】

●第 10 回し

ま興し祭り

【自然8:00 ～

17:00】

6/30 7/1 7/2 7/3 7/4 7/5 7/6

●図書館セミ

ナ（講師：嘉

原カヲリ氏）

【コミ 9:00 ～

11: ５0】

●資料整理休

館【図書館】

● 農 業 体 験 ツ
ア ー（～ 7 日

（ 日 ））【 町 一 円
9:00 ～】
● 七 夕 お 話 し
会【図書館 2 階
14:00 ～】

7/7 7/8 7/9 7/10 7/11 7/12 7/13

●子牛セリ市

【 セ リ 市 場　

９：００～】

● 精 神 デ イ

ケ ア【 す こ

1 0 : 0 0 ～

12:00】

●千丁祝【湾集

落】

●体操教室【コ

ミ 19:00 ～】

●県体・第５４回
大島地区大会（バ
ドミントン・ゲー
トボール競技）【総
合・町体】
●体操教室【コミ
9:30～】

7/14 7/15 7/16 7/17 7/18 7/19 7/20

● 第 ３ 期　 早 町
小 学 校 移 動 図 書
館（１・２・３年）

【早町小 13:10 ～
13:50】
● 2 歳児歯科健診

【すこ 13:15 ～】

●第３期　早町

小学校移動図書

館（４・５・６年）

【早町小 13:10

～ 13:50】

● 登 記 相 談

【研修室 9:00

～１３：００】

● 1 歳半健診

【すこ 13:15

～】

毎週月曜日は図書館休館日です。
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館２階）です。毎

自然 ・・・・・自然休養村管理センター
コミ ・・・・・役場コミュニティーホール
総合 ・・・・・総合グラウンド
すこ ・・・・・旧すこやかセンター
町体 ・・・・・喜界町体育館
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